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令和3年9月14日に委員会を開催し、次のとおり議決したので議事録を添えて報告する。 

 

記 

 

案         件 審査結果 少数意見 

議案第71号  令和3年度備前市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第1号） 
原案可決 なし 

議案第73号  令和3年度備前市後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第1号） 
原案可決 なし 

議案第74号  令和3年度備前市介護保険事業特別会計補正予算（第

1号） 
原案可決 なし 

議案第84号  岡山県心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条

例の制定について 
原案可決 なし 

議案第87号  令和2年度備前市国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 
認定 なし 

議案第92号  令和2年度備前市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 
認定 なし 

議案第93号  令和2年度備前市介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 
認定 なし 

議案第100号 令和2年度備前市病院事業会計決算の認定について 
認定 なし 

請願第21号   市長選挙の不正を糾す意見書の提出を求める請願 
継続審査 なし 

請願第22号  備前市再犯防止推進計画の策定を求める請願 
採択 なし 

請願第23号  地方公務員法第29条第1項第2号に抵触する職務怠慢の

備前市職員に懲戒処分を求める請願 
継続審査 なし 

 

＜所管事務調査＞ 

 備前病院前の土地取得について 

 放課後児童クラブの自粛について 

 



 

 

＜報告事項＞ 

 備前市パートナーシップ宣誓制度について（市民協働課） 

 新型コロナウイルス感染状況について（新型コロナウイルスワクチン対策課） 

 新型コロナワクチン接種状況について（新型コロナウイルスワクチン対策課） 

 がん検診の実施について（保健課） 

 Bポイント事業の実施について（保健課） 

 社会福祉法人浜っ子指定障害福祉サービス事業者の指定取消処分について（社会福祉

課） 

 住宅確保給付金の申請期間延長について（社会福祉課） 

 ケアラー支援条例の策定について（子育て支援課） 

 屋根付き多目的広場について（吉永総合支所） 

 高齢者の補聴器購入に対する助成について（地域福祉連携課） 

 新型コロナワクチン接種状況及び発熱外来件数について（市立病院） 
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厚 生 文 教 委 員 会 記 録 

 

招 集 日 時 令和3年9月14日（火） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時30分 開会  ～ 午後2時40分  閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第4回定例会）の開催 

出 席 委 員 委員長 中西裕康 副委員長 西上徳一 

 委員 星野和也  立川 茂 

  森本洋子  山本 成 

  青山孝樹  藪内 靖 

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席 者 等 議長 守井秀龍   

傍 聴 者 議員 掛谷 繁   

 報道関係 あり   

 一般傍聴 あり   

説 明 員 市民生活部長 藤田政宣 市民課長 藤森仁美 

 市民協働課長 浅野隆之 公共交通課長 杉田和也 

 環境課長 芳田 猛   

 
保健福祉部長 
兼 福祉事務所長 

河井健治 
保健課長 兼 新型コ

ロナウイルスワクチ

ン対策課長 

森 優 

 介護福祉課長 竹林伊久磨 社会福祉課長 新庄英明 

 子育て支援課長 中野智子 地域福祉連携課長 江見清人 

 日生総合支所長 坂本基道 吉永総合支所長 久保山仁也 

 日生総合支所管理課長 菊川智宏   

 
病院総括事務長 
兼 日生病院事務長 

濱山一泰 
備前病院事務長 
兼 さつき苑事務長 

尾崎嘉代 

 吉永病院事務長 藤澤昌紀   

審 査 記 録 次のとおり    
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              午前９時３０分 開会 

○中西委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は８名でございます。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員

会を開会いたします。 

 本日は市民生活部、保健福祉部、市立病院ほか関係の議案審査、請願審査、所管事務調査を行

います。 

 なお、委員会の途中で総合計画に関わる特別委員会を開催いたします。病院事業会計決算の審

査が終わりましたら一度厚生文教委員会を休憩し、特別委員会を開催いたします。本日の所管部

分の審査が終わりましたら、再度厚生文教委員会を再開いたしますので御了承願います。 

 審査に当たりまして、この日程で参りますが、本日は説明員が多数入りますので、換気をよく

するようにということで事務局から指示をいただいておりますので、休憩を取りながら進めてい

きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

********************** 議案第71号の審査 *********************** 

 それでは、議案第７１号令和３年度備前市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて審査をいたします。 

 質疑を希望される方の発言を許可いたします。よろしいですか。 

○立川委員 それでは、国保の分でお尋ねをしときますが、まず１点目は歳入ですが、これ後々

出てくる決算見ても約９，８００万円、それから残りがやっぱり９，１００万円ほど歳入がいつ

も補正するんですが、この辺の理由についてちょっと教えていただきたいんですが。 

○森保健課長 今回の歳入の繰越金につきましては、前年度の国保会計の決算見込みによる歳入

歳出差引きした分の来年度への繰越しなので、当初予算では見込みというか、それで取っており

ます。ここの補正である程度確定いたしましたので、その額を補正するというようなことで例年

ここの補正で繰越金の補正を出させていただいております。 

○立川委員 それは理解できるんですけど、毎年この補正で１億円近いお金、ちょっと精度を上

げられないですかというつもりでお尋ねをしておりますが、その辺はいかがでしょうか。 

○森保健課長 国保につきましては医療費等確保、５年の平均等で毎年支出を見込んで予算を計

上しておりまして、そのあたりで足らなくなったら払えなくなったりというようなこともあると

いうことも勘案しながら年間の予算を立てております。結果的に毎年度の委員さん御指摘のよう

な額が出てくるんですけれども、国保会計といたしましては余裕を持つわけではないんですけれ

ども、そういうような形で予算編成をしていきたいということで毎年編成をして結果的に同額の

ような繰越金が出ているというような形になっております。 

○立川委員 余裕ということで、１億円ぐらいあればいいのかなと、ここ二、三年、ちょっと申

し上げますけど、昨年が９，８００万円補正していますよね。ですから、その辺で精度が上がっ

たらいいのになという思いでお尋ねをしました。まあまあ予備はあるほうがいいんで、ありがた



 

- 3 - 

 

いなと思います。 

 １０ページの歳入です。これも予備費が結構、やっぱり１億４，０００万円ぐらいになるんで

すが、さっきおっしゃったように歳入でも予備を見込み、こちらでも予備を見込み、足すと２億

５，０００万円近い余力を持って運営という理解でよろしいんでしょうか。いかがですか。 

○河井保健福祉部長 歳入プラスという形にはなりませんので、この予備費の部分がその結局歳

出部分でいうゆとりというふうな何かに起因したという形になりますので、この予備費部分が基

本的には翌年度予備費プラスその各事業の執行残部分につきましてが翌年度の繰越金として上が

ってくるという形になりますので、この今現状補正後予備費１億４，０００万円、多いか少ない

かと言えばそれなりにあるとは思っております。 

 ただ、現状申し上げますとやはりインフルエンザ等が今収束というか、一般のインフルエンザ

については昨年も結局その新型コロナ、新しい生活様式の中でほとんど蔓延しなかったというこ

とで医療費についてはそういった部分では影響は少なかったということになりますが、こういっ

たところではある程度医療費は見ておかないと歳出が不足するということになりますと赤字にな

りますと繰上充用というふうな形で翌年度の歳入から持ってこないと決算ができないという結果

にもなってしまいますので、ある程度の金額は必要ではないかなとは考えております。適正かど

うかと言われますと、ちょっと他市の状況もまた見て研究はしてみたいと思いますけど、ある一

定の額はやはり必要かなとは思っております。 

○立川委員 差し引いてこの分が翌年度繰越し確定するんでしょうけども、ちょっと多いのかな

と、精度が上がればいいのになと。今おっしゃったようにインフルはコロナのおかげと言ったら

ちょっと語弊がありますけど、手洗い、うがい等々で多少抑えられている部分はあるとは思いま

すけど、これ今のお話で運営が赤字になったら翌年の歳入から持ってこにゃいかんと、これ基金

のほうはもうなくなったんでしたっけ、どうでした。移管する前に１億円ぐらい残っていたよう

な記憶はあるんですが、それも県のほうへ放出されたんでしょうか。 

○森保健課長 基金のほうは今約２億６，１９３万９，０００円の基金が今あります。 

○立川委員 最悪の危機は脱しつつあると、多少蓄えができているという解釈でよろしいんでし

ょうか。 

○森保健課長 委員さんお見込みのとおりでございます。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終了してもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第７１号令和３年度備前市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を採決

いたします。 
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 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第７１号は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第７１号の審査を終わります。 

********************** 議案第73号の審査 *********************** 

 続きまして、議案第７３号令和３年度備前市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

 議案第７３号について質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 後期高齢者の異動についてちょっとお尋ねをしておきたいんですが、今年の加入

者、脱退者、差引きでどのぐらい増えたのか、減ったのか、ちょっと教えてくださいますか。 

○森保健課長 今年の加入、脱退の細かい数字は今資料持っておりませんけれども、令和元年度

と令和２年度で比較いたしますとほとんど変わらないというようなトータルで年間通じて変わら

ないというような数字になっております。元年度末で７，２３０人であったものが２年度末では

７，２２４人で、ほぼ横ばいというような被保険者数の数で推移しております。 

○立川委員 そういう数値が本当に欲しいんです。絶対数としてはほぼ変わらなくても、例えば

高齢者２５年問題御存じだと思いますが、加入者がどのぐらい増えていくのか、脱退する人がど

のぐらい減っていくのか、しっかり年代層でつかんでいただきたいなと、保険料を取ることばっ

かり考えんと、その辺の分析も必要なのかなという気がするんですけど、いかがでしょうか。 

○森保健課長 委員さんおっしゃるとおり２０２５年問題とかといって言っていますけど、それ

に向けてそのあたりも見込みを立てていきたいと思います。 

○立川委員 よろしくお願いします。それから、１０ページの諸支出金です、一般会計の繰出

金、これちょっと金額が少ないように思うんですが、何か原因みたいなのありますか、昨年比

で。過年度分の精算金です。 

○森保健課長 これは令和２年度の事務費等の確定に伴う調整で一般会計へ繰り出す、お返しす

るものになります。昨年との比較なんですけれども、今年度につきましては予算で繰り入れてい

ただいたものに近い支出で収まったというところだと考えております。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑を終了してもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第７３号備前市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を採決いたしま

す。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第７３号の審査を終わります。 

********************** 議案第74号の審査 *********************** 

 続きまして、議案第７４号令和３年度備前市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を審査

いたします。 

 議案第７４号について質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 １６ページの４款、地域支援事業費についてお尋ねをしてみたいと思います。 

 この分について会計年度任用職員の報酬が２４０万円上がっているんですが、これはごめんな

さい、人数は１人だと思うんですが、職種その他が分かりましたらお教えください。 

○竹林介護福祉課長 職種なんですが、ケアマネジャーの会計年度任用職員の経費につきまし

て、ここは単純に増というわけではございませんで、国庫補助金とかの補助対象にすることを目

的としまして予防サービス事業勘定からの組替えが主になっております。人数の増とかではござ

いませんで、組替えになります。 

○立川委員 分かりました。その引き続き１８ページなんですが、おっしゃったように組替えさ

れていると思うんですが、４款の地域支援事業、６項の包括支援事業等任意事業費、これ人件費

の調整ということで説明にも書いてあるんですが、この辺の動きをちょっと人の動きと絡めて御

説明いただきたいんです。例えば１目の総合相談事業費、△の７９６万４，０００円、続きまし

て６目の生活支援体制整備事業費８５８万９，０００円の増、７目の認知症総合支援事業費５６

０万５，０００円の増、８目地域ケア会議推進事業費８９１万４，０００円の増、この辺人件費

の調整というのは分かるんですが、この動きを異動と絡めて御説明いただけますか。 

○竹林介護福祉課長 人件費の調整は全て正職員の人件費になりますが、まず総合相談事業費に

つきましては職員が１人減にしております。この辺も組替えが主になります。職員が携わってお

ります事業がそれぞれございますので、担当職員に合わせた形で調整していると、全てそれ補助

対象でございますので、実績見込みに合わせた調整をさせていただいているところですが、総合

相談事業費につきましては１人減にしております。それから、生活支援体制整備事業費につきま

しては１人増といいますか、もともとこの事業費で計上していなかったんですが１人増、１人つ

けたという形です。それから、認知症総合支援事業費につきましても１人増、それから地域ケア

会議推進事業費につきましても、もともと人件費なかったところに１人分つけております。 

 代わりに地域支援事業費の中ではないんですが、一番終わりのほうにございます諸支出金の中

に単市地域支援事業費というものがございます。その単市地域支援事業費につきましては、名前

のとおり補助金がもともと当たってなかった部分になります。そこで２人分予算持っていたんで

すが、なるべく補助対象に持っていくような形としましたので、ここで２人分を減にする予定に

しておりますが、８月、９月分ぐらいまでの給料をこの科目から既に支出している関係で一遍に
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全部組替えができないということもございまして、一部を今回減額した上でそれぞれ増にしたと

ころに振り替えた、これまでに支払いした分が振り替えた後、また１２月なり最終での補正予算

でこの単市地域支援事業費についてはゼロに持っていくような予定にしております。 

○立川委員 今おっしゃったように６項の１目から８目までをお聞きをしましたが、１人減、１

人増、１人増というようなことで割と金額が違うんですけど、職種はどうなんでしょう。 

○竹林介護福祉課長 それぞれ事業費によりまして保健師でありますとか社会福祉士であります

とか事務職、それぞれ、あとケアマネもおりますので、そういった職種の組替えになります。ど

ういいますか、級とか給料、実給料額とかでやはり変わってきますので、同じ１人プラス１人マ

イナスでも同額で動いてないという部分が人事異動との絡みで起こっております。 

○立川委員 専門職給与も入っているよということで理解をしときます。 

 続きまして、同じ１８ページの４目任意事業費です。宅配サービス事業委託金１４４万円支出

をされておるんですが、委託先は何件で、実配送先は何件ぐらいか分かりますか。 

○竹林介護福祉課長 まず、当初で見込んでおりました配食の食数でございますが、月に１，５

００食を１年間１２か月分見込んでおりましたが、コロナの影響もあるのかも分かりません、配

食サービスの希望といいますか、対象になる方が申請がかなり増えてきておりまして、それがも

う実績１年ベースで見ますと月１，８００食ぐらいに近い形に、もう既に１，７００ぐらいは実

数として伸びておりまして、先々ここからさらに増えることを見込みまして１，８００食平均で

１２か月という見込みで補正増という形にさせていただいております。業者なんですが、現在８

事業所ございまして、名前を申し上げますとセンターミール岡山東という業者が１つ、それから

さらしな給食、それから社協の吉永支所、それから旬菜、それからつたやフードサービス、それ

からライフデリ備前、それからまごころ弁当瀬戸内店、それからワークス備前、以上になりま

す。 

○立川委員 ３００食増やすよということで、事業所は８事業所ということだったんですが、こ

れ対応は大丈夫なんでしょうか、３００増えても。１件当たりにすればしれとるかも分かりませ

んけど、その辺ちょっともくろみを教えてください。 

○竹林介護福祉課長 事業所全てが市内全域をカバーしているわけではなくて、地域別に業者さ

んが配送可能な地域というのが分かれております。そういったところもございますので、今のと

ころキャパオーバーみたいなお話にはなっておりません。若干余裕もある業者が逆におられるよ

うで、もうちょっと区域を広げたいんだけどというような相談も時々入っております。 

○立川委員 サービス低下にならないように、しっかり目配りもしていただけたらな、ありがた

いなと思います。これはお願いです。 

 これも先ほどお聞きしたように、介護保険は１号、２号が被保険者あると思うんですが、この

辺の異動について先ほどと一緒なんですが、分かりますか。１号の新規入会者、入会者というん

でしょうか、何名、脱退者何名、差引き何名増減、２号保険、分からなければ後でも結構です。 
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○竹林介護福祉課長 決算のところでお話しできたら助かります。 

○中西委員長 よろしいですか。 

○立川委員 結構です。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終了いたしましてよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第７４号備前市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第７４号は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第７４号の審査を終わります。 

********************** 議案第84号の審査 *********************** 

 続きまして、議案第８４号備前市心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 議案書１５ページをお開きください。 

 質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

○青山委員 １級の精神障害者保健福祉手帳を所持する者ということなんですが、対象は何名ぐ

らいおられますか。 

○新庄社会福祉課長 現在、対象者は２４名でございます。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終了してもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第８４号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第８４号は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第８４号の審査を終わります。 

 審議中途ですが、暫時休憩いたします。 

              午前 ９時５８分 休憩 

              午前１０時１５分 再開 



 

- 8 - 

 

○中西委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 それでは、特別会計の決算認定に移りたいと思います。 

 執行部におかれましては、たくさんの資料御提出いただきまして誠にありがとうございます。 

********************** 議案第87号の審査 *********************** 

 議案第８７号令和２年度備前市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題

とし、審査を行います。 

 議案第８７号についての質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

 歳入歳出一括でお願いいたします。 

 審査に当たり執行部より資料が提出されていますので、資料の説明を森保健課長、よろしくお

願いします。 

○森保健課長 お手元に決算資料ということで、国民健康保険の特定健康診査の実施率の推移を

表したものを表で提出しております。これにつきましては、いわゆる特定健診の受診率の推移な

んですけれども、令和２年度の最終見込みといたしまして３６％を見込んでおります。これにつ

いては、平成３０年度から減少傾向にあるというところでございます。今年度については、多少

コロナの影響もあるのかなと考えております。今後どういう方法でこの受診率を上げていくかと

いうのが課題となっております。 

 それと、別に令和２年度の国保の決算について概要を説明させていただきたいと思います。 

 令和２年度の国民健康保険特別会計の決算につきましては、まず被保険者数につきましては減

少傾向にあるというようなことでございます。平成３０年度から令和元年度につきましては約４

００名の減少、これ年平均になります。それから、元年度から２年度につきましては約２００人

が減少ということで、被保険者数はずっと減少傾向となっております。それから、医療費につき

ましては、医療費の総額につきましても被保数の減少に伴いまして年々減少傾向にあるというこ

とでございます。それから、１人当たり医療費につきましては、平成２８年度からずっと令和元

年度まで減少傾向でございましたが、令和２年度につきましては１人当たり医療費が４５万３，

４５３円ということで、令和元年度の４４万７，９７６円に比べまして令和２年度と令和元年度

では少し上昇したということになっております。 

 それから、国保税なんですけども、調定額、収入額とも被保険者数の減少と並んで減少傾向と

なっております。収納率につきましては、３０年度から連続して減少となっております。 

 それから、先ほど補正でも上げさせていただいたんですけど、次年度の繰越金等が国・県への

補助金への返還金等、今年度の国保運営を精算してみると約１，０００万円の黒字決算となって

おります。基金につきましても、先ほどお答えいたしましたように２億６，１９３万９，１８７

円の残高となっております。 

○中西委員長 質疑を希望される方はおられませんか。 

○森本委員 ２３９ページ、保健事業費の１３委託料、人間ドック委託料なんですけど、予算か
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らは大分低かったので人数とか教えていただきたいのと、やっぱりコロナの影響で厳しかったの

かなと思うんですけど、その点お聞かせ願えればと思います。 

○森保健課長 人間ドックにつきましては今年度は一般のドックが２２０件、それから脳ドック

が１３２件で合計で３５２件ということになっております。昨年度と比較いたしまして、昨年度

が一般ドックが２２７件、脳ドックが１１７件、合計で３４４件でございましたので、増えてい

る状況です。この減少につきましては、委員さんお見込みのとおりコロナの影響があったのでは

ないかと考えております。 

○森本委員 コロナがなかったらずっと今まで人数も増えてきてなかなか空きがなくて、たしか

増やしてきたと思うんです、予算的にはずっと。コロナの影響が出てきたので、ここでちょっと

トーンダウンをして皆さん受診がなかなか控えられていると思うんですけれども、やっぱり今後

の傾向としては抑えぎみに予算なんかも考えていくというふうな傾向になるんでしょうか。 

○森保健課長 国保の人間ドックについては、被保険者からかなり好評であります。たしか昨年

度から、件数も３５０件から４００件に増やして実施しております。保険者といたしましては、

自分の体のことを人間ドック等で把握していただいて健康に留意していただくというのが大変重

要なことだと思っておりますので、医療機関の協力を得ながらこのまま数字は確保していって予

算のほうも取っていきたいと考えております。 

○立川委員 ２１６ページ、歳入の６款繰入金、３項で直営診療施設勘定繰入金５１４万７，０

００円の御説明をいただけますか。 

○森保健課長 これにつきましては、吉永の総合保健施設を建設したときに起債を借りておりま

す。その分の病院事業での負担部分をここで国保会計に繰り入れまして、国保会計から支払いを

しておるというものです。建設のときに係る病院事業の負担分となります。起債償還の負担分に

なります。 

○立川委員 残債はアバウトでどのぐらいあるんですか。毎年５１４万７，０００円でしたか。 

○森保健課長 今４，１００万円になっております。令和７年で完済です。 

○立川委員 これは吉永病院のお話ですね。 

○森保健課長 吉永病院の隣にあります、総合保健施設の部分の建設当時のものです。 

○立川委員 続きまして、２３４ページ、２款の保険給付費で療養諸費なんですが、療養給付金

がかなり不用額が出ております。同じく高額療養費も、不用額を７，４６９万８，０００円出し

ておられます。この辺大体分かるんですが、理由と傾向だけお教えいただけますか。 

○森保健課長 まず、療養諸費につきましては、先ほども申し上げましたように医療費全体の額

が減少傾向にあるんですけれども、どんなはやり病じゃないですけど、急な医療費かかるような

ことがあるかも分からないということで、これについても過去５年間の数字を見ながら予算取り

をしておりまして、ひょっとというか、もしもに備えてちょっと最後まで予算補正せずに持って

いるというような形で不用額がこの見込みに対して実際の利用が少なかったということで、途中
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で補正をすればいいんでしょうけれども、保険者としては支払いができないというふうな状況が

起きたら困りますので、持っていてここで不用額ということになっております。 

 それから、高額療養費につきましては、同じような理由となっております。ただ、高額療養費

につきましては、毎年総額では減ってきていたんですけれども、令和２年度につきましては高額

療養費は全体で上がっている状況になっております。最初に説明した１人当たり医療費だけ上が

ったというところがあるんですけど、そのあたりの影響もあるのかなと思っております。 

○立川委員 余分に持っておられるということで、２５億円のうち７，８００万円ですから許容

範囲かなという気はしますけど、もう一つ突っ込んで支払い内訳、支払基金ですね、例えば備前

市内なのか、それとも３次医療圏の岡山、倉敷のほうなのか、その辺の分析はしておられます

か、どうですか。イエスかノーかで結構です。 

○森保健課長 すみません、しておりません。 

○立川委員 せっかく備前市の皆さんが払った保険料、どこへ払われているのかなというぐらい

はできたらアバウトで結構ですけどおつかみいただいて、支払基金に聞いたら分かるでしょう。

病院ナンバーは全部出てくるでしょう。ということで、皆さんが医療費どこに払っておられるの

か、市立病院の根本にも関わる問題だと思いますので、お調べいただけたらありがたいなという

ふうには思います。いかがですか。 

○森保健課長 つかんでいきたいと思います。 

○中西委員長 また当委員会に報告をしていただきたいと思います。 

○立川委員 同じく高額療養費、これ多分市外ばっかりのウエートが高いんだろうなという気は

いたしますが、これも併せてお願いをしときたいと思います。いかがですか。 

○森保健課長 調べておきたいと思います。 

○立川委員 歳入のほうで、２２２ページでお聞きをしときます。 

 国保税の収入未済、これ多分支払基金が大分入っていると思うんですけど、実際の不納欠損

で、４３６万９，０００円、これはどうなんですか。病院の診療費も監査から指摘はされておっ

たと思うんですが、この辺の徴収方法といいますか、その辺はどう考えておられますか。もう諦

めておられるんでしょうか。 

○森保健課長 不納欠損が４３０万円ほどあるんですけれども、国保税の収納につきましては収

納率向上のために折衝の機会の確保であるとか財産の調査、それから滞納処分の強化、口座振替

の促進などの４つの重点項目を積極的に実施していくということで、滞納額がたまる前に何とか

接触を取って税を納めていただいて収納率の向上を目指したいとは考えております。 

○立川委員 今おっしゃった４つの方法でやっておられるんでしょうけど、これマニュアルはあ

りますか。未納が出た場合にステージとして督促する、それから次はおっしゃったように財産調

べるというふうな手順のマニュアルはありますかとお尋ねしとんです。 

○森保健課長 あります。 
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○立川委員 ありますということなんで、それに沿って手当てをしていただければありがたいな

と思います。それと、そのマニュアルの一番最後、いつまでもこれ載せておられるんですけど、

償却方法も載っておりますか。例えば財産調べをした、何にもない、保証人もない、差押えする

もんもない、じゃ償却しようというふうな手順までしておられるんでしょうか、どうでしょう

か。 

○森保健課長 マニュアルがあるのはあったんですけど、内容のほうは私は把握しておりません

ので、また調べて御回答したいと思います。 

○立川委員 報告しなくていいですから、しっかり担当課長として目を通していただいて、職員

の方に指示をいただいて公平公正の面からもどういう方法でやっていますというのをできたら確

立していただけたらありがたいなと思います。 

○河井保健福祉部長 御指摘の件につきましては、国民健康保険につきましては税務課のほうが

徴収業務をやっております。それぞれマニュアルがあるという回答ですので、マニュアルに沿っ

て適正に対応していただいとるとは思っていますし、国保の担当としましては例えば居所不明で

あったり、無駄に保険税を賦課するとかというふうなことに対しては現地調査等の協力もしてい

るということだとは思いますので、滞納額は増やさないような努力も必要だと思いますし、あと

は公平公正という意味合いでもしっかり能力のある人は払っていただかないといけませんし、こ

ういった滞納にならないように早いうちに接触というものも必要になってこようかと思います。 

 ただ、こちらの国保担当とすれば、滞納が増えるとどうしても保険証の有効期限が短期証にな

ったり資格証になったりというふうな制約も出てまいりますので、そういったところも上手に運

用しながら滞納整理には努めていきたいと思います。 

 ただ、委員が言われた償却というのが、例えば病院の窓口負担のことでしょうか。それは違い

ます。 

○立川委員 取れないと、取るもんが何もないと言われた方も現状不納欠損に上げられるわけで

しょう。いつまでたっても数字が変わらないじゃないですか、増える一方で。基礎的な数字を減

らす手法はマニュアルに載っていますかという。 

○河井保健福祉部長 例えばその被保険者の方がそのままいらっしゃれば減ることは基本的には

ないですね。不納欠損で落ちて滞納額がある一定のところまでは落ちていきますけれども、そこ

から先、そのままいらっしゃるようなことがあれば、また新たに滞納が発生するということには

なってこようかなと思いますけれども、そういったところでどういった手法でそれを少なくして

いけるかというところはまあまあ徴収努力しかないのかなとは思っているところですけども、な

ぜそういった払えないことになっているのかというのはその御家庭、御家庭の事情に対するもの

をしっかりとその徴収部門のほうで把握していく必要があるかなとは考えております。 

○立川委員 そういったところは徴収のほうでお世話になっているよという答えだと思います

が、決算上げてつつかれるのは森課長のところですんで、極力そういったことのマニュアルも例
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えばＡさんという方でこういう状況ですよというのを一覧できるように、一言で言えば不良債権

管理簿みたいなものを作っておれば引継ぎしても分かるでしょうし、そういったことでマニュア

ルにあるのかなと思ってお尋ねをしました。できたら、そういった面も考慮いただきたいと思い

ます。 

 それで、１点だけ、分納しておられる方は何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。いらっしゃ

らないですかね、分割で払っているよと。僕らも分納していますけど、そうじゃなくてもう５，

０００円ずつよとか、３，０００円ずつよとかといって払っていらっしゃる方はいらっしゃらな

いんでしょうか。 

○森保健課長 分納者数につきましては６０７人ということでございます。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終了してもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 それでは、これより議案第８７号を採決いたします。 

 本案は認定することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第８７号は認定されました。 

 以上で議案第８７号の審査を終わります。 

********************** 議案第92号の審査 *********************** 

 続きまして、議案第９２号令和２年度備前市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題とし審査を行います。 

 まず初めに、医療費の説明があります。 

○森保健課長 まず、後期高齢者医療事業につきましては、岡山県の広域連合のほうで見直して

おりまして、各市町村は後期につきましては保険料の徴収、それから資格の管理を主にやってお

ります。その中で、まず被保険者の推移なんですけれども、これ被保険者の年平均の推移につき

ましては年々増加傾向にありまして、先ほど補正予算のときにもお答えいたしました令和元年か

ら２年にかけての年の平均被保数につきましてはほぼ横並びというような状況になっておりま

す。ただ、そのときお答えしたのが年の平均被保数ということでお答えさせていただいたんです

けど、まず各年度年度末で単発で捉えた被保数につきましても同じような動きになっておりま

す。その年度末の被保数で捉えた数で捉えますと、令和元年度３月末が７，１５５人、それから

令和２年度、令和３年３月末で捉えますと７，１４７人というようなことになっております。年

平均で捉えると差が出にくいというようなことかなと思っております。 

 それから、医療費につきましてはもう年々増加傾向にありますけれども、令和元年度と令和２
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年度比較したときには若干下がりぎみということになっております。令和元年度では約７１億円

の医療費をかけておりましたが、令和２年度では約６５億円ということになっております。それ

から、１人当たり医療費につきましても年々増加傾向にありましたが、令和元年度と令和２年度

を比較いたしますと後期高齢者医療につきましては１人当たり医療費も減少しているというよう

な状況でございます。 

 それから、保険料の収納につきましても、ほとんどが年金からの天引きということで国民健康

保険に比べると高い収納率を維持しているというような状況でございます。 

○中西委員長 質疑を希望される方の発言を許可いたします。よろしいですか。 

○立川委員 先ほどもお願いしましたように、新規の加入と脱退のほうしっかりつかんでいただ

きたいと思います。差引きでは平均であっても、どういう傾向になっているかというのをぜひお

願いしたいと思います。先ほど御説明ありましたように、不納欠損のほうはこれ皆さんの出口を

押さえておられますので、収納率は高いと思いますが、今回の決算では１８万１，２５０円とい

う不納の欠損が出ておられますが、これ原因と対策とちょっとお尋ねしたいんですが、いかがで

しょうか。 

○森保健課長 この不納欠損の１８万１，２５０円につきましては、３１件で８人の方というこ

とです。居所不明が６名、それから納税意欲欠如が２５名というような状況です。不納欠損をす

る場合、滞納処分停止の要件といたしましては滞納処分することができる財産がないとき、それ

から滞納処分をすることによってその生活を著しく窮迫させるおそれがあるとき、それからその

住所及び滞納処分をすることができる財産がともに不明であるときに滞納処分停止を行っていっ

ております。 

○立川委員 今の説明では８人で、生活に支障があるから不納にしているよということの理解で

いいんですよね。 

○森保健課長 それで大丈夫です。 

○立川委員 ということであれば、これは不納欠損額で償却すべき、もう入ってこないわけでし

ょう、普通に考えれば。例えば年金をもう取ってしまうと生活ができないよ、その方が仮に再就

職して頑張られて収入を得られますよという見込みもないわけでしょう、もう高齢者ですから。

そういった場合、いつまでもこういう勘定で上げられるんでしょうか。その辺どんなんでしょ

う。あまりすかっとした決算書にならないような気がするんですが。いや、無理なら無理と言っ

てください。もうこれずっと上がるんですよとか、もう今みたいに原因がはっきりしているわけ

じゃないですか。処理方法もはっきりしとるわけでしょう。この方はもうそっとしてくださいと

いうマニュアルで行っとるわけですから、何か方法ないんでしょうかということです。 

○森保健課長 ちょっとそのあたり担当課と話を聞いて、また後で回答させていただきます。 

○河井保健福祉部長 この不納欠損額は、滞納額の調定からこれだけ落としましたという数字が

上がっておりますので、累積して増えていくわけではなくて、滞納となっている調定として残っ
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ているものからこの部分だけをそういった理由でもう取れませんので落としますというふうな形

の数字が上がっておりますので、その点御理解のほうよろしくお願いいたします。 

○立川委員 償却する資金が欠損ですよという計上と、この金額は収入未済額に含まれとんです

か、含まれてないんでしょうか。 

○河井保健福祉部長 下段の滞納繰越分のところを御覧になっていただいて、調定額２０７万

７，３５０円、収入済額１０７万４，７００円、不納欠損額１８万１，２５０円、収入未済額８

２万１，４００円、これをちょっと足し算していただくと調定額に合うようになっております。

ですから、収入未済が８２万１，４００円になるということなので、１８万１，２５０円は調定

額からそれだけ不納欠損として落としましたという結果でございます。 

○立川委員 そういうふうに理解をしときます。できれば、この金額が増えないようなお手当て

をしてください。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら質疑を終了してよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第９２号を採決いたします。 

 本決算は認定することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第９２号は認定されました。 

 以上で議案第９２号の審査を終わります。 

********************** 議案第93号の審査 *********************** 

 続きまして、議案第９３号令和２年度備前市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを議題とし審査を行います。 

 別冊決算書３３１ページをお開きください。 

 一括で質疑をお受けしたいと思います。 

 資料が出ておりますので、簡単に御説明いただけたらと思います。 

○竹林介護福祉課長 資料を御覧になっていただく前に、先ほど予算のところでございました１

号被保険者数、それから２号の被保険者数の推移について先にお答えしたいと思います。 

 まず、１号の被保険者数でございますが、令和元年度末時点で１万３，０３７人、令和２年度

末が１万２，９６７人で、マイナスの７０人となっております。 

 続いて、２号でございますが、ちょっと時点が１日ずれますが４月１日時点になります。令和

２年４月１日時点で２号が１万４６３人、令和３年４月１日時点で１万２６０人、差引き２０３

人の減となっております。 
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 被保険者数については以上になります。 

 要支援、要介護の認定者数についても、簡単に御説明申し上げます。 

 認定者数につきましては、令和元年度末時点で２，２３５人、要支援、要介護合わせてになり

ますが２，２３５人、認定率が１７．１％でございます。それから、令和２年度末でございます

が２，２５７人で、認定率が１７．４％でございます。 

 続きまして、配付させていただいています資料を御覧になっていただけたらと思いますが、令

和元年度の予算、決算と令和２年度の予算、決算ということで表示させていただいております

が、単純に元年度、２年度の比較で明らかな傾向というのはなかなか見いだしにくいというのが

実情でございます。 

 コロナの影響かなと思われるような部分は多少ございますが、若干数字の動きの大きいところ

で御説明申し上げますと、１ページ目の一番左端の項目で行きますと訪問看護の部分なんです

が、元年度で２，６５２万７，０００円だったものが２年度２，９３９万３，０００円、若干増

えております。 

 それから、２つ下の居宅療養管理指導、こちら医師とか歯科医とか薬剤師が訪問して助言とか

をするようなサービスなんですが、療養上の管理とか指導するサービスなんですが、こちらも

１，６９５万４，０００円から１，９１４万９，０００円と若干増えている部分が、コロナの関

係とかでもしかしたら受診控えみたいなところが反映されているあたりなのかなと分析しており

ます。 

 それから、すぐ下、通所介護になりますが、こちら前年比でプラスの２，８００万円少々増え

ております。もともとの給付費も大きい部分なんですが、こちらの通所介護につきましての自然

増的な部分もあるかも分かりませんが、一部は前年度まで区分が２ページ目の地域密着型サービ

スという部分におりました事業所、カラダラボ備前という事業所がもともと地域密着型サービス

という部分の事業所だったんですが、そちらが広域事業所に変わっておりまして、令和２年３月

時点で区分が変わったということもありまして、そちらからこちら通所介護のほうに若干数字増

分として動いてきているものが反映されているのだろうと分析しております。 

 それから、ちょっと飛んで一番下になりますが、特定施設入居者生活介護ということで、こち

ら有料老人ホームとかに入居されている方へ入浴とか食事等の日常生活支援を行っているサービ

スなんですが、そういったところも先ほどの訪問系と同じような形でもしかしてコロナとかの影

響もあって増えている部分もあるのかなというところでございます。 

 次、２ページ目に行きまして、こちら地域密着型サービスということで定員の小さい施設での

サービスになりますが、こちらも３つ目、地域密着型通所介護という項目になりますが、そちら

が１，６００万円ぐらい減になっております。先ほど申しましたカラダラボ備前というのが広域

に移った関係で減になっている部分と、若干影響があるかなと思ってるのが令和２年１１月で鶴

海にございました事業所が１軒廃止されておりますので、そちらの減が多少は影響しているのか
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なと思っております。 

 それから、施設サービスの部分で介護老人保健施設では約３，０００万円の増ということにな

っておりますが、若干利用者の増というのがあったようでございます。施設サービス、１人当た

り単価はどうしても高いというのもございますので、多少人数が増えると大きく増になってしま

うのかなと、もともと５億円からありますので、増え幅はどうしても大きくなってしまうのかな

と思っております。 

 それから、介護医療院につきましても、こちら和気町の平病院とか、そういったところが介護

医療院やっております。１人当たり単価がやっぱりこちらも大きいということで、人数が少し増

えただけでも金額的には大きく出るということを思っております。介護サービスの全体としまし

ては、給付費総額で約６，６００万円ほど前年比で増、２．２％増ということになっておりま

す。介護認定者数なりが、要介護の方というのが残念ながら少し増えてきております。前々年度

から平成３０年度から令和元年にかけては要介護の認定者数が減っていたわけでして、要支援の

方が増えて要介護の方が減っていたので、傾向としては予防に多少傾いてきていたのかなと思っ

ていたところなんですが、令和２年になりますとまた支援の方が少し減りまして要介護の方が増

えるというような形になっておりますので、その分給付費全体としても若干増えたのかなという

ところで考えております。 

 ３ページ目になりまして、こちらが予防サービスの表になりますが、こちらも２つ目の介護予

防訪問看護、それから４番目の介護予防居宅療養管理指導、介護給付のほうと同じように前年比

で訪問看護なり療養管理指導が増えているというので、傾向としては先ほども申しましたように

コロナでのちょっと受診控えみたいなところが若干反映されているのかなと思っております。そ

れ以外は、あまり前年比で増減がございません。給付費総額でも僅かながら増えていると。要支

援の認定者数は若干減っているというところでございますので、要支援の認定者数の減に比べる

と若干増えたというところで給付自体が少し増える傾向には来ているのかなと思っております。 

○中西委員長 質疑を希望される方の発言を許可いたします。よろしいですか。 

○立川委員 加入者のところで、ちょっと１点御報告がありましたので、２号が２０３人減って

いると、原因については分かりますか。 

○竹林介護福祉課長 御存じのように、２号は４０歳から６４歳の人口になりますが、やはり人

口減に比例しているのかなと、単純に、そういう意味では転入、転出の差引きでしかないのかな

と考えております。 

○立川委員 そうですね。大変残念なことだと思いますけど、この傾向が長引くと破綻という方

向へ行きますので、ぜひとも何とかしてほしいなと思います。よろしくお願いします。 

 続きまして、今回は先ほど申し上げたように地域支援事業のほうをお尋ねしてみたいんで、取

りあえずこの決算書で出てくるのが３６０ページ、４款地域支援事業費、１目介護予防生活支援

サービス事業費、それから２目にわたってですが、まず１号訪問事業委託料、１号通所デイのほ



 

- 17 - 

 

うの委託料、あわせましてその下です、委託料です、今のが委託料で今度は１９節の負担金補

助、これに１号訪問事業、１号通所、それぞれ出しておられるんですが、このことについて御説

明いただけますか。 

○竹林介護福祉課長 まず、委託料のほうでございます。 

 １号訪問事業委託料につきましては、内容としましてはＮＰＯによる支え合い訪問サービスと

いうものの委託料になっております。事業所は東備子どもＮＰＯセンター、それからシルバー人

材センターに委託してお願いしております。前年度からいきますと、若干決算額も下がっており

ます。実利用者というのが少なくなってきておりますので、そこのサービスの利用者の増を検討

しないといけないかなと担当では課題認識を持っておるところでございます。 

 それから、１号の通所事業委託料でございますが、内容は筋力アップチャレンジというものに

なります。事業所は、閑谷苑で行っておるものでございます。こちらもちょっと要因は定かでは

ないんですが、利用者数が前年度に比べて少し減っております。そういったところで、今年度に

なりましてから事業所を１軒増やして利用増に取り組んでいるところでございます。それから、

武田整形で１軒今年度になって事業所を増やしております。 

 それから、負担金補助及び交付金の１号訪問事業負担金です。こちら従来型の訪問介護になり

ますが、こちらは順調にといいますか、利用者数が増えてきておりまして、前年度比でも４００

万円ぐらい増額になっておるところでございます。１号の通所事業負担金につきましても、こち

らも従来型の通所介護というものになりますが、こちら前年度比較でも若干増えております。た

だ、利用人数としては、ほぼ横ばい状態ということになっております。 

○立川委員 であるならば、負担金補助１億１，０００万円の予算で出たのが６，８００万円、

不用は４，２００万円という数字が上がっておりますが、これ何か想定しておられたんじゃない

かと思うんですが、それが外れたということですか。全く見込み違いということですか。先ほど

のお話ではほぼ横ばいというようなことだったんですが、何か大きなものを落とされたんでしょ

うか。 

○竹林介護福祉課長 予算を計上させていただくに当たりまして、この令和２年度ベースですと

７期の介護保険事業計画のベースの予算計上となっております。７期の計画が平成３０年、元

年、２年の３年計画になっております。ですので、計画策定時期が２９年度時点と、その時点で

推計した給付費ベースで計画立てられておりますので、予算計上するに当たっては介護保険事業

計画との整合という面から多少実績見込みより多いのを承知した部分もあるんですが、計画ベー

スで予算計上させていただいているというところで前年比でいきますとあまり変わらなくてもち

ょっと予算が過大だったのかなということにはなっております。 

○立川委員 過大じゃないですかという気はいたします。これ地域支援事業の目的からちょっと

今お話で気になったんですが、判定基準が高いのかなという気はしたんです。訪問受けられるサ

ービス受けられる人、いわゆる１次予防ＡＤＬです、それから２次予防が特定高齢者という判定
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がつきますよね。要支援や要介護の高齢者には３次予防と、３つの段階に分けてサービス受けら

れますよね。どうですか。 

○竹林介護福祉課長 判定にチェックリストをはい、使用していると思いますが、そこの事業該

当者といわれる部分と要支援の部分の、２段階という理解を今してるところなんですが、そうい

ったところでサービスの給付を行っております。 

○立川委員 その前に、いわゆる生活機能の維持や向上、これが１次予防ということでＡＤＬで

すよね、アクティビティーズ・オブ・デイリーリビングです、これの後、おっしゃるように生活

機能評価の総合判定を今受けるようになったと思うんですけど、市区町村でやっていますよね。

個々の高齢者の状態が一般高齢者であるのか、特定高齢者であるのかという決定をしていますよ

ね。その判定を受けて該当するサービスが可能ということになっていると思うんですけど、備前

市の場合はその判定がかなりきついのかなと。判定規模をお尋ねしときます、何件出てきてチェ

ックリストを何件作られたのか、判定がどのぐらいされたのか、その割合をちょっとお聞きしと

きたいんですが。一般高齢者と特定高齢者の割合ですね。 

○竹林介護福祉課長 ちょっと今数字を手元に持っておりませんので、確認をさせてください。 

○立川委員 後で結構です。というのが、この地域支援事業を受ける資格と言ったらおかしいで

すけど、受けられるのは判定を受けて特定高齢者、もしくは一般高齢者でないと受けられないで

すよね。この地域支援事業を受けられる人、先ほどおっしゃったように担当のドクターから生活

機能評価の総合判定を受けて、判定が市区町村へ出てきますよね。出てきますよね、申請書が、

チェックシート受けてくださいと、チェックシート受けて高齢者の状態がいやいや、先生からこ

う来とるけど、あなたは一般高齢者ですよ、いや、あなたは大変ですね、特定高齢者に判定しま

すよ、じゃ特定高齢者になれば自分が該当するサービスを受けられるというのが地域支援事業の

根本ですよね。その資格を有する割合はどうですかということをお尋ねをしています。 

○竹林介護福祉課長 その一般高齢者、特定高齢者の区分というのが今現在やっぱりないようで

して、そのチェックリストでの事業対象者という一くくりになっておりますので、そこの区分と

いうのは今してないような状況でございます。 

○立川委員 だからその中で、申請されるじゃないですか、先生がこの人ちょっとあれよと、チ

ェックシートでチェックしますよね、窓口で。その割合はどうですかと、考え方はあなた大丈夫

ですよ、いや、あなたはちょっと認定もらいなさいというどっちかになっているとは思いますけ

ど、その辺の割合は分かりますかという。要支援でも要介護でもいいです。 

○竹林介護福祉課長 今チェックリストの対象者というのが４４人ということになっているよう

でして、先ほどの要支援の１と２の合わせた人数になりますと６９０人いらっしゃいますので、

率でいきますと６％程度がチェックリストの対象者という割合になっております。 

○立川委員 申請はどのぐらいありますか。これ確定でしょう。例えば今おっしゃった６９０人

のうち６％ですよと、じゃ、こぼれた人もいらっしゃると思うんですが、あなたまだまだ大丈夫
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ですよ、この地域支援事業受けられませんよとお断りした人数はどのぐらいなんでしょう。 

○竹林介護福祉課長 チェックリストというのは窓口で相談を受ける中で受けるということにな

っておりますので、そういった申請という形というよりはその相談の中でチェックリストを行っ

ていくということがございますので、対象外にするというケースがないということであります。 

○立川委員 ３６７ページ、４目の任意事業費で２０節の扶助費、成年後見制度利用支援事業助

成金４６７万９，３１３円について御説明してください。 

○江見地域福祉連携課長 それでは、成年後見制度利用支援事業の助成金について説明をさせて

いただきます。 

 件数につきましては、２３件となっております。毎月、後見人さんに報酬というものが発生を

いたします。その支払いは、基本的には本人がされるということでございますが、資力がなくて

市のほうが助成をしているという方がこれだけおられるということです。金額といたしまして

は、家庭裁判所が認定といいますか、金額を決めますので、まちまちではあるんですけれども、

基本的に施設入所者の場合は最低で大体１万８，０００円ぐらい、在宅の方については大体２万

８，０００円ぐらいというのを基本にして、その方の収入によって裁判所が決めるというもので

ございます。２３件で、この金額になっていると御理解をいただければと思います。 

○立川委員 １万８，０００円ぐらいの報酬というのは月額ですか、年額ですか。 

○江見地域福祉連携課長 月額でございます。 

○青山委員 同じく３６７ページの６目生活支援体制整備事業費の１３委託料、コーディネータ

ー設置業務委託料というのがあるんですが、これの内容を教えていただけますか。 

○竹林介護福祉課長 コーディネーター設置業務委託料につきましては、日常生活上の支援が必

要な高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生活を継続していくために必要となります

多様な主体による多様な生活支援、介護予防サービスの提供体制を構築するというのが大きな目

的となっております。要するに地域でのニーズとその担い手の発掘といいますか、そういったも

のを育てるといったような最終目的がございます。委託先としましては、社会福祉協議会とＮＰ

Ｏの東備子どもＮＰＯセンターの２か所に委託しております。 

○青山委員 高齢者が在宅で地域でということなんですけど、例えば地域での組織ですね、地区

の、そういったようなものは巻き込んでの展開になるんでしょうか。 

○竹林介護福祉課長 例えば三石地区ですと、通所付添サポーターという事業を地元の高齢者の

方を中心にボランティアの方を募って高齢者サロンへ自宅から通われる方のちょっと歩いていか

れるのに不安があるような方につきまして車で付添いといいますか、送迎といいますか、そうい

った高齢者サロンの場まで御自宅から車で連れていってあげるというような有償ボランティアな

ので若干の報酬といいますか、実費弁償的なものが出るようなんですが、そういった事業を体制

を構築するような業務を行っていただいたりというのがあります。 

○青山委員 地区でいうと何地区ぐらい活用されとるんでしょうか。 
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○竹林介護福祉課長 業務としては、まだまだ始まったばかりというような点もございまして、

実績としましては三石が先行してやっております。それから、昨年度から取りかかりまして今年

度また同じくその通所付添サポーターの事業を吉永地区でも始めるということで準備しておりま

して、一応仮の体制といいますか、本格稼働というよりは試行的に吉永で今年度になりましてス

タートしているところでございます。 

○青山委員 まだまだ知られていないので、そういう活用をするという発想になってないかもし

れないんですけど、ぜひいい活動だと思いますし、地域がだんだん高齢化になって寂れていって

いるというところもありますので、ぜひ全体に広めていただけたらと思います。要望です。 

○中西委員長 ほかには質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、質疑を終了してもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第９３号を採決いたします。 

 本決算は認定することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第９３号は認定されました。 

 以上で議案第９３号の審査を終わります。 

********************** 議案第100号の審査 *********************** 

○中西委員長 それでは、議案第１００号令和２年度備前市病院事業会計決算の認定について、

別冊決算書を御覧ください。 

 資料もありますので、簡単に御説明を願えたらと思います。 

○濱山病院総括事務長 それでは、病院事業からお手元に配付させていただいております資料を

御覧いただければと思います。 

 まず、備前市病院事業の経営状況についての資料でございます。 

 これは備前病院、日生病院、吉永病院、さつき苑の平成２７年度から令和２年度までの年度別

決算と平成２２年度から令和２年度までの各病床等の利用率の推移となっております。 

 続きまして、令和２年度新型コロナウイルス感染症対策等に対する補助事業の資料でございま

す。 

 これは新型コロナウイルス感染症の院内等での感染拡大を防ぐための取組を行う医療機関など

に対しまして感染防止対策や診療体制の確保、またインフルエンザ流行期に備えた発熱患者の外

来診療や検査体制の確保並びに休日の電話相談業務の体制整備などに要した費用などの支援事業

がありました。３病院並びにさつき苑において、それぞれ対象となり得る支援策について精査を

行い、国や県に対しまして申請を行って補助金をいただいております。各病院等の補助金額につ
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きましては備前病院が８，８３３万６，０７３円、日生病院が１，８１１万８，５００円、吉永

病院が５，０７７万４，３１２円、さつき苑が１，０８８万９，４３０円となっております。 

 続きまして、ＣＴ、ＭＲＩ装置利用件数等についての資料でございます。 

 各病院のＣＴ装置とＭＲＩ装置につきまして減価償却の年数をどちらも６年としております

が、実際に診療報酬で得た収入と比較した場合、何年ぐらいでペイしているかを示す資料となっ

ております。ＣＴ装置につきましては、３病院ともおおむね取得後２年で取得価格を上回ってお

ります。また、ＭＲＩにつきましては、日生病院以外備前病院が７年、吉永病院は５年で取得価

格を上回っております。 

 また、同じ資料の下段になりますけども、備前病院と吉永病院の透析部門についての資料でご

ざいます。 

 備前病院、吉永病院における透析部門の病床数、透析収益、実患者数を示す資料となっており

ます。令和２年度の外来収益に占める透析収益の率、割合につきましては備前病院が４３．

８％、吉永病院が９．９％となっております。また、前年度対比といたしまして備前病院、吉永

病院ともに外来収益は減収しておりますが、備前病院の統一的収益はプラスの１，５２４万６，

０００円、実患者数といたしましてはプラスの４人、吉永病院の透析収益はプラスの２３１万

２，０００円、実患者数はプラスの２名となっております。 

 続きまして、令和２年度医薬品別の購入価と値引き率についての資料でございます。 

 令和２年度に購入した医薬品のうち、値引き率が高かった上位１０位の医薬品を病院ごとにし

た一覧表となっております。医薬品の共同購入につきましては平成３０年度から行っておりまし

て、医薬品の薬価の交渉経験がある臨時職員、現在の会計年度職員を３病院で雇用し薬価交渉を

一体的に行っているところでございます。 

 次の新型コロナウイルス接種者数と発熱外来件数につきましては、後ほど報告事項で報告させ

ていただきます。 

○中西委員長 議案第１００号についての質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

 一括でどうぞお願いいたします。 

○星野委員 監査意見書から質問を何点かさせていただきます。 

 監査意見書の６ページにキャッシュフローの記載があるんですが、そこで備前病院においては

資金期末残高が４，８２７万余円となっているが、これには吉永病院及び老健ほかからの一時借

入金収入１億円が含まれており、借入れがなければ資金が不足する状態となっていた、その後

云々いろいろ記載があるんですが、ここ数年一時借入金でしのいでいる体制が恒常化しつつあ

る、早急にキャッシュフローの改善に努める必要があると指摘をされていますが、これについて

どのように改善していこうという考えがあるのか、お教えください。 

○尾崎備前病院事務長 これについて今現在３病院間で、まず備前病院が一番指摘されておりま

す人件費増の部分なんですが、今後退職者等も出てはきますが、今の業務量に応じた人数、職員
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数にしていくために今後の退職者があった場合、他病院も含めてなんですが、単に退職があった

からといって雇用するのではなく他病院に必要な人を備前病院から異動していただくとか、そう

いうふうなことで徐々に今の業務量に見合う人件費に持っていこうとしております。 

○星野委員 もう一点、７ページに先ほども資料出していただいた件なんですが、２年度決算で

は新型コロナウイルス感染症に係る各種補助金等が計上されており、その会計処理の影響等によ

り年度間の数値の増減や指標などが数年間は単純に比較できない状況となり、今後これに留意し

て経営の評価を行う必要があるというふうに述べられておりますが、このコロナの各種補助金を

除いた状況で市立３病院の経営状況というのはどういう状況であると評価されているのか、それ

ぞれのお考えをお教えください。 

○尾崎備前病院事務長 このコロナの補助金を除いた部分での経営状況といたしましては、備前

病院としては数字的にははっきりとは申し上げられないんですけど、やはり前年度同様、赤のほ

うが多いであろうというところなんですが、補助金もそうなんですが、２年度につきましてはコ

ロナ患者さんの受入れというところで入院の病床を２０床弱削っているような状況もありまし

て、一概にコロナの補助金を除いてというところでは出しづらい部分はあります。ただ、それほ

ど大きな経営改善が昨年度できているかと言われますと、そこはできていなかったんではないか

と把握しております。 

○濱山病院総括事務長 日生病院につきましては最終的にはですけど、令和元年度と同じような

収支決算になっております。これは何回かお話ししたように今２年ほど前から往診とか訪問看護

といった面に力を入れております。そういった面で、病床の稼働率につきましては当初４月から

９月の上半期は前年度対比で約３．６％ほどのマイナスがあったんですけども、逆に１０月から

３月の下半期にかけてはプラスの３％ぐらいの稼働率になりました。最終的にはそういった感じ

で、前年と同じような収支決算があったと思っております。 

○藤澤吉永病院事務長 吉永病院の令和２年度の決算の状況ですけれども、もし仮にコロナの補

助金がなかったらどのような影響があったかということですけれども、こちらがコロナの収支関

係に与えている補助金というものが二千数百万円ありましたので、それを差し引いてということ

になれば約七千数百万円の赤字ということにはなるんですが、こちらの赤字というのが患者数が

減っての収入減というものが非常に大きいので、そのあたりがコロナがなかったら患者さんがど

んなふうな減りようだったのかということを考えると、そこははっきりとは申し上げられないと

ころはあります。ぎりぎり収支とんとんぐらいだったかもしれないというところが、今思ってい

るところです。 

○立川委員 コロナ対応では大変お世話になりまして、ありがとうございます。お礼を申し上げ

るところですが、１点だけお願いをしときます。 

 苦しい決算で大変だったと思いますが、これ私前からお願いしとんですが、先ほど星野委員さ

んが言われたように監査でも指摘受けていますよね。庶務的な事務を統合した組織の検討、各シ
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ステム統合等行い経費の削減を図るなど、経営の合理化と効率化を一層進めるとともにと、前か

らお願いしとんですが、機器統合です。例えば備前病院の職員さんが日生病院へ今日異動され

て、すぐに使えるシステムになっているかどうかというところ、今の事務長さんもそうでしょう

けど、数年も前から言って機器の統合はリース期間がここでここまでです、じゃそこで止めてく

ださいよというお願いしたんですが、全くされずに備前病院さんは自分のところのシステムで進

んでおる、日生病院さんは自分のところのシステムで進んでおる、吉永病院さんも自分のところ

のシステムで進んでおる、これ事務長さんに申し上げるのはちょっとおかしいんですけど、一般

質問かなと思ったんですけど、病院事業というところで統括されているわけですよね。独立採算

とはいえ、もう吉永病院のことだけしか知りません、備前病院のことだけしか知りませんという

時代でもうなくなっていますよと言ってもう数年になるんですけど、例えば事務機器の統合と

か、今おっしゃるようにこれでいいんじゃないですか。タブレットで全部統一するなり、システ

ム上の統合さえできれば事務効率もコストも落ちるわけですよね。この辺、今の事務長さんどう

いうお考えでおられるのか、ちょっとお尋ねをしておきたいと思います。 

○濱山病院総括事務長 立川委員が言われていること、ずっと言われております。先ほどの機器

の統合、例えばすぐ浮かぶのが電カルだとは思うんですけども、電カルにつきましては昨年度あ

たりから例えば業者のほうがこういう電カルがあるんですよというような俗に言う売り込みです

か、そういった話があったときにはそこの単体の病院だけが聞くんじゃなくて今そういう横のつ

ながりで声かけをして、じゃ一緒にそこの説明を受けようかというような動きはありますので、

できるかできないかは置いといて、事務方としてはそういう動きをしております。 

○立川委員 もう口が酸っぱく耳にたこぐらいのお話をずっとしているわけなんですけども、前

行かないのはおのずとどこに原因があるのかなというのは大体見えてきますけど、要は職員さ

ん、本当大変だと思います。今これだけお聞きしときます。例えば吉永病院の職員さんが今日備

前病院へ変わられました。先ほどおっしゃった電カルその他の機器ですぐに今日から仕事できま

すか、できませんか。 

○藤澤吉永病院事務長 やはりシステムが違いますので、すぐにできるかというと電子カルテに

ついてはすぐできない部分があるのではないかと思います。 

○立川委員 それが実情だと思います。現場もつらいですし、人事交流もできないし、効率も悪

いし、先ほど日生病院さん言われましたけど訪問看護とか、これみとりまでいくとやっぱり診療

情報必要ですよね。タブレットでその人の情報が入る、本会議で言ってもももたろうネットを使

えとかというて言うてますけど、そうじゃなくてやっぱり生の情報、サマリーが入るような情報

をぜひとも持っていただいて市民サービスに向けていただいたらありがたいなと思います。 

 もう一点だけお尋ねしときます。 

 これ先ほど資料いただいたんですけど、この薬価の値引き率どうこうというの、これ資料解説

されたほうがいいんじゃないですか。外へ出たら困るでしょう。 
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○濱山病院総括事務長 ありがとうございます。回収ということでお願いしています。 

○立川委員 今後コロナに代わる感染症も出てくるやも分かりません。今多重変異ということで

ラムダやミューやデルタやというようなことでしておられますし、感染症には十分御注意いただ

いて地域医療の担保にお願いしたいなと思います。お願いして終わります。 

○中西委員長 ほかには質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、質疑を終了してよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより議案第１００号令和２年度備前市病院事業会計決算の認定についてを採決いたしま

す。 

 本決算は認定することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第１００号は認定されました。 

 以上で議案第１００号の審査を終わります。 

○中西委員長 それでは、審議中途ですけども、暫時休憩いたします。 

              午前１１時４５分 休憩 

              午後 １時３７分 再開 

○中西委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 再開するに当たり、三石支所長、日生管理課長より自己紹介がございます。 

○坂本日生総合支所長兼三石総合支所長 まず、三石総合支所ですけれども、兼務ではあります

が８月１日の人事異動で三石総合支所長、それに三石総合支所管理課長を拝命いたしました。ど

うぞよろしくお願いします。 

 それから、日生総合支所につきましては、新たに菊川管理課長が着任しております。よろしく

お願いします。 

○菊川日生総合支所管理課長 菊川です。よろしくお願いいたします。 

○中西委員長 よろしくお願いいたします。 

 それでは、請願について審議に入ります。 

********************** 請願第21号の審査 *********************** 

 次に、継続審査となっております請願第２１号市長選挙の不正をただす意見書の提出を求める

請願についての審査を行います。 

 請願第２１号について発言を希望される方の発言を許可いたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 御発言がないようですので、調査するため継続審査とすることでよろしいでしょうか。 
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              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、継続審査といたします。 

********************** 請願第22号の審査 *********************** 

 続きまして、請願第２２号備前市再犯防止推進計画の策定を求める請願についての審査を行い

ます。 

 請願第２２号について発言を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 ちょっと御説明といいますか、補足をさせていただけたらと思います。 

 これは和気地区保護司会ということで動きをしておりまして、そのお願いで請願となりまし

た。内容的には、岡山県の保護司区というのが県下に１８区ございまして、人数は岡山県で９５

２人、今年１月１日現在ですが、それで和気地区の保護司会というのが３７名で動いておりま

す、６月現在ですが。内訳は備前市で２５名、和気町が１３名ということで、御存じのとおり保

護活動をしております。保護活動というのは、御存じかと思いますが、保護観察と生活環境調

整、犯罪の予防活動という３つの柱で活動をしております。今回出ておりますのは、実は平成２

９年以降、戦後最多だったのが４分の１程度に減ってはおるんです、刑法犯が。再犯の割合が５

３．１％ということで、かなり高くなってきております。そのうち少年非行の率でも３７．７

と、岡山県が全国平均３５．５をかなり上回っており、再犯防止が大きな課題ということで今回

こういう活動になりまして、県のほうではこの再犯防止計画はあるんですが、これ努力義務にな

っておりますけど、できたら岡山県、それから各市、お願いしたいということの請願になってお

ります。御承知のとおり保護観察というのは社会に返ろうという人たちを保護観察しておるよう

な状況なんですが、一番分かりやすいお話が薬物乱用が一番再犯率が高いんです。テレビや新聞

その他の報道で薬をやっておられた方は２度、３度というのが通例になっておりまして、我々が

保護活動していてもかなり厳しいもんがございます。蛇足ですが、私も県のほうの薬物乱用防止

指導員もやっておりますが、備前市内でもちょこちょこ再犯で苦しんでおられる子供がおりま

す。何とか助けてあげようということの保護活動をしておりますので、できたら行政のほうもこ

ういった条例をつくっていただいて再犯防止計画をつくっていただいて後押しをいただけたらと

いうことで、このたびの請願になっておりますので、皆さんの後押しがあればありがたいなとい

う思いで保護司会長に代わりまして御説明させていただきます。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。 

○中西委員長 ということは、請願の採択を求めるということですね。 

 ほかに御意見ありませんでしょうか。 

 今立川委員より採択を求める意見が出たわけですが、本請願を採択することに御異議のある方

がおられますか。本請願は採択することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、請願第２２号は採択されました。 
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 以上で請願第２２号の審査を終わります。 

********************** 請願第23号の審査 *********************** 

 続きまして、請願第２３号地方公務員法第２９条第１項第２号に抵触する職務怠慢な備前市職

員に懲戒処分を求める請願についての審査を行います。 

 請願第２３号について発言を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 この請願の趣旨に書いておられるようなことが選管のほうでどういうふうに捉えて

おられるのか、その事実関係についてちょっと御報告いただけたらありがたいんですが、いかが

ですか。 

○藤田市民生活部長 この件に関しましては、個人情報保護の観点、それから非公開というよう

な意味からも一切お答えをすることができませんので、御理解いただきたいと思います。 

○中西委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかには御意見ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 御意見がないようでしたら、今後調査研究するために継続審査としたいと思いますけども、い

かがでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、継続審査といたします。 

********************** 報告事項 *********************** 

 続きまして、報告事項に移りたいと思います。 

 各課より報告をよろしくお願いいたします。 

○浅野市民協働課長 市民協働課より７月の厚生文教委員会で報告しましたパートナーシップ宣

誓制度の導入について、その後の経過を報告させていただきます。 

 パブリックコメントを８月１０日から９月１０日までの期間で実施しました。意見はありませ

んでした。今後は、予定どおり１０月の制度開始に向けて準備を進めてまいります。 

 なお、パートナーシップ宣誓制度についてのチラシを参考に資料配付しておりますので、御覧

ください。 

○森新型コロナウイルスワクチン対策課長 それでは、新型コロナウイルスワクチン対策課から

新型コロナウイルス感染症の感染状況、それからワクチン接種状況等について御報告させていた

だきます。 

 お手元に配付しております資料を御覧ください。 

 まず、新型コロナウイルス感染症の感染状況でございます。 

 ８月に入ってから感染者が増加傾向になり、７月は３名だったんですけれども、８月に３１

名、９月は９月１０日時点で２４名、１２７名の感染となっておりますが、昨日１名３０代の男

性の方が出ておりますので、１２８名の感染ということになっておると思います。９月４日に
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は、市内の会社の寮においてクラスターが発生いたしております。最近のコロナの感染の状況と

いたしましては、市外、県外で仕事をしていた方が市内の実家等へ帰ってきて、その中で家族内

感染しているというようなことが事例的には多くなってきているような感じがいたします。傾向

といたしましては、若い方の感染が多く見られまして、２０代以下が約５６％、それから３０代

以下では約６７％を占めておるような状況でございます。 

 次に、ワクチン接種状況についてでございますが、新型コロナウイルスワクチン接種記録シス

テム、ＶＲＳというんですけど、その速報値によりますと令和３年９月１０日現在で１回目の接

種者数は２万３，０５４人で、接種券の発送通数に対する割合といたしましては約７４％の方が

接種しております。２回目の接種者につきましては２万１，４３２人で、接種券発送通数に対し

まして約６９％の方が２回目の接種をしております。 

 それから、６５歳以上の方の接種率、１回目は約８９％となっております。１２歳から６４歳

の方の接種率、１回目は約６７％となっております。また、ワクチンの供給量につきましては９

月中旬以降にまとまった数量の配分が決定しており、１０月の予約となりますが、予約枠を順次

オープンしていっております。今朝の段階で、予約枠のほうは３２０枠ほど設定ができておりま

す。比較的ニーズの高い土曜日、それから平日の遅い時間帯で接種を行っていただいている医療

機関に接種枠の設定をお願いしてきております。 

 次に、体調不良等でワクチン接種のキャンセルに対応した件数については、令和３年９月１０

日現在で２５９人となっております。内訳につきましては、配付している資料の一番下の下段の

数字となります。また、８月８日と８月２９日に和気医師会の御協力の下、備前中学校で３００

人を対象とした集団接種を実施いたしました。両日とも何事もなく無事に終了いたしましたこと

を御報告いたします。 

 次に、妊婦を対象とした優先接種枠を備前病院の御協力をいただき１回目を９月２９日、２回

目を１０月２０日で設定をさせていただきました。 

 配付資料の裏面を御覧ください。 

 既に接種を終えられている妊婦の方を除き、妊婦６５人の人に対して個別に案内を送付いたし

ました。そして、１０日を期限として予約を受け付けました。妊婦さん１３人、それから同居の

家族５人の計１８人の方の御予約をいただいております。 

○森保健課長 続きまして、がん検診代替日程について、これにつきましてもお手元に配付して

おります資料を御覧ください。 

 緊急事態宣言の発出に伴い延期としていたがん検診の日程調整ができましたので、資料のとお

りの日程で日を振り替えまして実施いたします。また、９月１３日から９月３０日までの期間

で、まん延防止等重点措置の適用の県に岡山県が指定されております。措置区域に備前市は指定

されておりますが、市民の健康を守るという観点から近隣市町のがん検診の実施状況も勘案し、

期間中に実施予定のあるがん検診が４日間あるんですけれども、感染防止に十分注意しながら実
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施したいと考えております。 

 続きまして、Ｂポイント事業の実施についてでございます。 

 お手元に配付している資料を御覧ください。 

 今年度も２０歳以上の市民を対象に、本年度はウオーキングを３か月間継続して実施、実践し

ていただくことと検診を受診していただくことで健康への第一歩を踏み出していただきたいとい

う考えで実施したいと考えております。期間等については、配付している資料のとおりでござい

ます。達成者には景品を用意しております。 

 以上、簡単ですが保健課からの御報告を終わります。 

○新庄社会福祉課長 社会福祉法人浜っこ指定障害福祉サービス事業者の指定取消処分について

８月２０日の厚生文教委員会以降の経過報告をさせていただきます。 

 まず、県が８月１９日にプレス発表を行った後ですが、浜っこさん、市とも苦情等は特になく

県内外の事業所さんから協力したい旨の連絡を数件いただいておりまして、大変ありがたく思っ

ております。その後の経過についてですが、和気町にあります社会福祉法人閑谷福祉会さんから

事業引継ぎの提案をいただきました。現在引き継ぐ事業の規模や定員、土地や建物などの施設や

備品の引継ぎなどについて協議を進めているところです。併せてグループホーム利用者全員が引

継ぎできないことを想定しまして利用者の方や御家族などと相談を行い、ほかのグループホーム

の見学日程の調整など今後のスケジュールについて検討しているところでございます。また、不

正請求の対応についてですが、現在備前市への不正請求額を精査し返還金の請求ができる準備を

進めているところです。浜っこさんの各種事業の今後の進退、利用者の保護、閑谷福祉会さんと

の連絡調整、不正請求の返還など今後詰めていく作業は多々ございますが、浜っこさん、閑谷福

祉会さん、県や関係市町と連携しながら一つ一つ解決していきたいと考えております。 

 次第にはございませんが、もう一点追加で報告をさせていただきます。 

 生活困窮者自立支援法に基づく住居確保給付金について、新型コロナウイルス感染症の拡大の

影響が継続しているため特例の申請期間を９月３０日から１１月３０日に延長する予定である旨

の通知が昨日届きましたので、報告をさせていただきます。今後国においては、生活困窮者自立

支援法施行規則の一部改正が行われる予定で、市としましてもその対応に向けて準備を進めてま

いります。 

○中野子育て支援課長 子育て支援課からケアラー支援条例の策定について御報告いたします。 

 ケアラー支援条例については昨年来、議会で御提案があり、関係各課で研究をしてまいりまし

た。ヤングケアラーを含めケアラー全体を社会で支援するための基本理念を定め、全てのケアラ

ーが自分らしく健康で文化的な生活を営むことができる社会の実現のためケアラー支援条例の制

定に向けて準備を進めているところでございます。今後の予定としましては、１０月にパブリッ

クコメントを実施した後、次の定例会へ上程させていただきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 
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○久保山吉永総合支所長 それでは、吉永総合支所から補正予算で再計上しております屋根つき

多目的広場について概要を説明させていただきます。 

 基本は前回提案した内容と同じでございますが、新規事業シートに内容等をお示ししておりま

す施設規模の変更、災害用のかまどつき長椅子を２脚設置、もっと調整や協議が必要であったこ

となど取り入れた形で再度提案させていただいております。 

 具体的には、施設の規模は２０メートル掛ける６０メートルを２３メートルから６８メートル

に大きくしており、今の土地形状、立地にでき得るだけ広げる形としております。また、災害時

対応にできるように災害用のかまどつき椅子を２脚設置を考えており、通常時は休憩用に、非常

時にはかまどとして利用できるように考えております。前回も申しましたが、本施設の目的は高

齢者から若者、子供まで皆で利用できるスポーツ施設として、憩いの場として、健康促進のコミ

ュニケーションの場として幅広く利用してもらうため災害時の資材置場や密を避けるための食事

の提供場所などもできると考えております。さらに催しの場として例えば朝市、文化祭等の出

店、フリーマーケットなども開催できたらより活気のある地域づくりに貢献できるのでないかと

思います。 

○江見地域福祉連携課長 地域福祉連携課から１点報告をさせていただきます。 

 先日の一般質問の中にもございました高齢者の補聴器購入に対する助成について説明をさせて

いただきます。 

 これは一定の要件を満たした高齢者が補聴器の購入をすることについて助成をするものであ

り、市長の答弁にもありましたが、１０月には事業を実施するということで現在要件について検

討、制度設計を行っているものでございます。 

 検討中の内容ではございますが、対象といたしましては６５歳以上の市民の方で住民税非課税

世帯であり聴覚障害の身体障害者手帳をお持ちでない方と考えております。それから、耳鼻科の

医師による補聴器適合の必要が認められた方で、購入する事業者については認定補聴器専門店で

行うことを検討しております。また、助成額につきましては、上限５万円としてお一人１回限り

としたいと考えております。 

 なお、予算につきましては当初予算にございます高齢者の日常生活用具等の予算を流用して対

応し、申請状況を見て次回の補正予算で対応、計上させていただきたいと考えております。 

○濱山病院総括事務長 病院事業から１点御報告させていただきます。 

 お手元に配付させていただいております新型コロナワクチン接種者数と発熱外来件数の資料を

御覧ください。 

 まず、３病院における新型コロナワクチン接種者数でございますが、９月１０日時点で３病院

における新型コロナワクチンの１回目と２回目の接種者数でございます。その内訳として、備前

市民とそれ以外に分けたものとしております。接種者数につきましては３病院の合計で申し上げ

ますと、１回目の接種者数は１万２，３９０人、２回目の接種者数は１万１，３５１人となって
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おります。そのうち、備前市民の方の割合としましては約９０％となっております。 

 次に、３病院における発熱外来件数でございますが、発熱外来の診療等につきましては３病院

とも令和２年１０月３０日付で岡山県から発熱患者等診療検査機関として指定を受けておりま

す。発熱外来の件数につきましては、これも３病院合計で申し上げますと令和２年度は５２６

件、令和３年度９月１０日時点でございますが、９８７件となっております。 

○中西委員長 それでは、委員の皆さんの発言を許可いたします。 

○立川委員 ２番目の新型コロナウイルス感染症で資料いただいとんですが、分かったらでいい

んですけど、多重変異株の割合というのは県から情報がもらえるんですか。例えば８月ですと３

１名、９月もここまでで２４名、そのうち多重変異、Ｌ４５２Ｒだとか、そういった情報は下り

てきているんでしょうか。 

○森保健課長 備前市で出ている方のうち、何名が変異株かというのは出ていないんですけれど

も、県下で発生している全体の中で何件がこの変異株というデータはあるのはあるんですけれど

も、今数字的なものを持っていないので分かりかねますけど、県全体の発生者の中で何名がこの

変異株だったというようなデータはあります。 

○立川委員 備前市では分からないよということなんね。県のほうだけですよと。 

 続きましてなんですが、キャンセル等が入った場合の優先接種状況というのいただいておりま

す。これ保育士とか幼稚園の教諭が今一番多いみたいですけど、トラブルはないですか。例えば

今日空いたから来てくださいと、優先順位は作っておるんでしょうけど、そういったときにトラ

ブルとか何かそういうものは発生しておりませんか。 

○森保健課長 例えば、急に３０分後にどこどこの病院に行っていただけますかというような話

になるんですけど、皆さんに御協力いただいて大きなトラブルはなく行っております。ただ、そ

の医療機関に実際行っていただいて、でもやっぱりキャンセルがあったということで行っていた

だいたんですけど、それがキャンセルでなくて連絡が取れなくて営業時間も迫ってということで

代わりに行っていただいたんですけど、やっぱり接種者が来たとかというようなことで行ってい

ただいた先生方とかにちょっと御迷惑をかけたような件はありますけど、大きなトラブルはなく

できていると思います。もうここで出ております接種順位の１から８番は、ほとんどもう皆さん

自分で予約して受けたりこの分で打っていただいたりということで、もうほとんど皆さん打って

いただいている状況になっておりまして、今逆に急にキャンセルが出たときに行っていただく方

に苦悩しているというような状況にはなっております。もう市内でも多くの方が接種されている

ので、いずれはワクチンを廃棄しないといけない状況が出てくるのかなと思っております。 

○立川委員 ありがたいのか、悲しいのか、よく分からないことだったんですが、トラブルにつ

いては空で帰っていただくことはあったけども大きなトラブルはないと、お示しいただいていた

優先順位１から８まではほぼ行き渡ったということですよね。何か次の優先順位は考えておられ

ないんですか。次のところ、例えば企業なら企業とか学校なら学校というようなことは考えてい
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かれないんでしょうか。もう廃棄だけですか。 

○森保健課長 企業さんなんかにつきましては、医療機関を通して産業医であるとか健診のとき

に企業さんのほう、健診に来られた方がその方の勤めている従業員の方で市外の方なんかおられ

まして、備前市外の方でも接種の相談があるようなんですけど、今県からのワクチンの配分があ

る程度まとまって予定が立てれますので、まず医療機関のほうにそういった備前市の企業さんで

従業員で市外の方で打っていない方、当然市内もいいんですけど、そういった方がおられたらち

ょっと枠を設定したいので人数等の調査をしていただくように本日か昨日か近いうちに依頼をし

て、その件数を考えながら設定していきたいと考えております。この急なキャンセルの分につい

ては、もうなかなか例えば３０分後とかもうすぐ行ってくれということになってしまうので、ま

だ職員のほうにも登録を求めとりまして、まだ何名かおりますので今すぐということにはならん

と思いますけど、将来的にはなかなかそこへ入って打っていただける方というのはもう少なくな

っているのかなと考えております。 

○立川委員 大変苦慮されるところでしょうが、無駄にならないように極力またお力添えいただ

けたらと、大阪のほうではパチンコ屋でもするらしいですから、そういったことは極端でしょう

けど、よく考えて御配慮いただけたらありがたいなと思います。よろしくお願いします。 

○藪内委員 先ほどの関連でやっぱり捨てる方向しかないというのは本当にもうもったいないと

いうか、本当駄目なので、１１月で８０％でしたかね、ということはまだまだおられるんでしょ

うから、何らかの方法で登録してもらったり、とにかく先日もオリンピック後、マスクとか何や

かんや廃棄したとあったように、やっぱりそういうもったいないことは絶対駄目なんで、探せば

まだ２０％以上、３０％とかいるんでしょうから何とか探して周知してどんどんどんどん予約し

ていただくように何とかお願いします。 

○森保健課長 委員さん言われるように、なるべくもうそういうことの起こらないようにいろい

ろ案を考えていきたいと思います。 

○星野委員 １２月以降の国の方針というのは下りてはきているんでしょうか。全く下りてきて

ないんでしょうか。 

○森保健課長 何も下りてきてない状況でございます。 

○星野委員 備前市において不正接種というか、３回目、４回目を打ちましたという方がちょく

ちょく出てきていますが、備前市ではそういうことは起きてないでしょうか。 

○森保健課長 備前市では起きてないです。 

○星野委員 その下のがん検診の代替日程とＢポイント事業なんですが、今年度のＢポイント事

業、ウオーキングポイント、３か月間のうち目標歩数達成日が８割、７４日以上プラス検診ポイ

ントというのがついているんですが、今回のようにコロナでスケジュールが変わってしまった場

合というのはポイントはどうなるんでしょうか。つけていただけるんでしょうか。 

○森保健課長 この検診ポイントにつきましては、委員さん言われるように中止等で思うように
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行けなかった場合には、その理由を記していただければ大丈夫ということでいかせていただこう

と思っております。検診を受けたくても受け来庁れなかった理由を申請のときに書いていただけ

れば、それでもうしょうがないということでオーケーにしようと考えております。 

○星野委員 結果報告のときに書けばポイントとして扱っていただけるということでよろしいん

でしょうかと、あとこのチラシを配るんであればどこかにぜひそのことも一言文言を入れていた

だければと思います。 

○森保健課長 結果報告のときに受けられなかった理由を記していただければ大丈夫ということ

と、あとそのことについても実際配るパンフレットのほうには分かるように表示していきたいと

思っております。 

○青山委員 社会福祉法人浜っこのことについてお伺いします。 

 閑谷福祉会からの希望があったということで、ぜひうまくいったらいいなと思うんですが、ま

ずこの福祉会に何名引き取っていただけるのか、それから他のグループホームの見学をと言われ

たんですけど、その辺の希望者は何名ほどおられるのか、分かれば教えてください。 

○新庄社会福祉課長 閑谷福祉会が何名受け入れてくれるとかというお話ではなく、今現状の浜

っこさんの施設で閑谷福祉会さんが経営をされる前提でのお話ということで御理解いただけたら

と思います。 

 ただ、今行っておる事業を全て引き継ぐのか、ある程度規模を縮小するのか、もしくは増やす

のか、そこらあたりはまだ全然決まっておりませんので、並行してほかの施設への見学等も日程

調整を行っておるところですというところで、詳しい人数等についてはまだ連絡はいただいてお

りません。 

○青山委員 今の施設を使ってやっていただけるとなったら、障害者の方にとっては住み慣れた

ところで安心してやれるんじゃないかなと思います。今後も利用者の方、あるいは職員の方のケ

アのほうよろしくお願いします。 

○立川委員 一応指定取消処分になるよということはお聞きして今閑谷福祉会さんから協力要請

がありましたよというお話は聞いたんですが、一応県のほうでは損害賠償も告訴もしないという

ようなことをお聞きしとんですけど、事故を起こした経緯だとか事務処理、事務指導等々、誰が

どういうふうな事故を起こしたのかとかという調査はされるとお聞きしていたんですが、めどと

してどのぐらいで御報告いただけるんでしょうか。 

○新庄社会福祉課長 今市のほうでは特別監査について日程等々調整するであるとか、監査内容

をどうするであるとかという検討をしているところなんですが、今浜っこさんも期限が切られて

おる１１月末までに利用者の方々の保護を最優先にいろいろ検討していただいておるところでし

て、今すぐに市のほうが立ち入るというのはちょっと酷な話かなと思いますので、もう少し時期

を見てから調整させていただけたらと思っております。 

○立川委員 前回も申し上げましたけど、やっぱり利用者さんが優先ですので、それは結構なん
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で、それが終わってから市のほうも指導に入られるということをお聞きしたんで、原因があるん

で結果がこういう結果になっているということの分析をして御報告をいただきたいなということ

のお願いを前回したところで、大体どのぐらいになるのかなと。今すぐどうこうということでは

なしに、事実として不正請求があったわけでしょう。じゃ、誰がどういうふうに指導してそうい

うことになったのか、ほかの施設にもやっぱり指導に入る手前もあるでしょうから、これ担当者

１人ではできないですよね、絶対に。今後の事故防止のためにもそういったものを分析してして

いただきたいなということなんです。できたら御報告いただけたらということなんですが、時期

はいつ頃かなという思いでお聞きをしたところですが、落ち着いてからで結構です、めどはとい

うことでお尋ねをしております。 

○河井保健福祉部長 御指摘のように今社会福祉課長が申し上げましたとおり、特別監査は計画

しております。 

 ただ、先ほど来お話しさせていただいておるように利用者保護を最優先に考えていっておりま

すんで、利用者の方の行き先が確実に見つかった、それから返還金もめどがある程度ついたとい

うところでは入りたいと、社会福祉法人としては一応形はまだ残っとるはずなので、そういった

中で入っていきたいと、一区切りした後で入りたいなというのがうちの考え方なんで、今入って

結局そのやっていただきょうることが手後れ、手後れになるようでは何をしているのかというふ

うなことにもなりますので、そういった手順を踏んで状況を見ながらそういった事務もしていき

たいと考えておりますので、そういったのがありまして結果がある程度出るようであれば、また

改めて報告はさせていただきますので、御理解賜りたいと思います。 

○立川委員 ぜひその辺の分析を、これ大変失礼な言い方で申し訳ないんですけど、法人が解散

してしまったら入れない可能性も出てきますので、悪知恵じゃないですけど、そういったことで

結局何も分からずですというのが一番怖いんで、その辺を危惧したので引き続き解散防止もひっ

くるめてよろしくお願いしたいと思います。 

 次、吉永の屋根つき多目的広場について新規事業の概要を見させていただきました。御説明い

ただいたんですが、すごいですね。１回ペケになったらパワーアップして出てくるというのが前

にも見たような気がするんですけど、これ本当に大丈夫ですか、こんだけいろんな多目的に使お

うと思ったら管理者が１人ついておかないとトラブル起こるんじゃないですか。年寄りが使よん

のに子供が来た、ほら、おまえら出ていけや、何しとんやというふうなトラブルは起こりません

でしょうか。懸念ないですか。 

○久保山吉永総合支所長 一応利用の際には申請なり前もって連絡をいただくという形を取りた

いと考えておりますので、ダブルブッキングするとかということはないと考えております。 

○立川委員 ないということなんで、肝に銘じておきますが、私はそういうブッキングというよ

りもありそうな気がするんですけどね。こういう施設を見ると、必ずそういうトラブルが起こっ

て、何かあったら総合支所へ行くんやといって行っとう間にまたというようなこともありますの
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で、常駐の管理者を置くような計画はないんですか。 

○久保山吉永総合支所長 常駐の管理者は置くつもりはございません。 

○立川委員 これ以上言うと議案審議になりますので言いませんけど。まあまあ大変パワーアッ

プして力強い事業になっておるんですが、本当にこれ自信持って押せますかと言えば押せますと

言うでしょうから、パワーアップついでに本当に管理者置いて、そこに倉庫も建てて、一晩泊ま

るぐらいの職員を配置されたらどうでしょうか。 

○久保山吉永総合支所長 そこまでは考えておりません。 

○立川委員 楽しみにしておきます。それと最後になりますが、コロナワクチンの接種者数につ

いて病院から一覧表をいただきました。８９．６２というようなことで、テレビ報道しとる数字

とはちょっと違って大変御努力いただいた結果かなと思います。１点お尋ねしておきたいのは、

発熱外来がかなり増えて四、五十％増になっているんですが、発熱外来を見ていただくドクタ

ー、それから場合によってはＣＴ、エックス線を撮られると思うんですけど、状況的に教えてい

ただけたら。まだ増えそうでしょう。どういう見解持っておられますか。 

○尾崎備前病院事務長 委員がおっしゃられるように、８月から９月に関しては本病院もかなり

件数的には増えてきていたんじゃないかなと思われます。やはり土日とかお休み明けとかはどう

しても人数的に増えてはくるんですが、今岡山県内もどんどん減ってきている状況で、心配され

る方も減ってはきているのかなということで、少し今減少傾向にはあります。 

 ただ、また近隣で増えてくると、やっぱり心配される方が増えてきますし、それに伴って自分

もかなということで増えてくる傾向は出てくるのじゃないかなとは思っております。 

○立川委員 本当に御苦労だと思います。それでもこの前、議場で病院事業管理者はＰＣＲや何

やかんやで目の前の土地が要るんやというようなお話もされていましたけど、今スペース的には

どうですか。これだけ増えても十分対応しておられますか。やっぱりスペースが足りないという

思いですか。現場の思いとして。 

○尾崎備前病院事務長 実際に検査をさせていただく場合には、ほとんどの方がお車で来られる

のでお車で待機していただいてということがほぼほぼなので、スペース的に足りていないかと言

われますと今のところは足りている現状です。 

○立川委員 一時期日生病院さんでやっておられたんですか、駐車場で待って先生と看護師さん

とが完全防備をして走っていってというの、ああいう感じでしておられるんでしょうか。今お話

をお聞きしたら、現状は対応できるよと、スペースでもということを確認させていただきまし

た。もう一つ進んでお尋ねしておきたいんですけど、ＰＣＲとかその他は今県の主導でやってお

られると思うんですけど、それで間違いないですか。一般の人も、どんどん保健所を通さないで

やっていますか。自費でされる方もいらっしゃいますか。 

○尾崎備前病院事務長 今現在は、県の主導ということはないです。保健所からの依頼の方もい

らっしゃいますが、もう御自分で熱が出ているとか、せきがちょっとよく出るんだとか、心配さ
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れる症状のある方であったりとか、職場で県外に行くとかということで職場を通して自費検査を

言ってこられる方もいらっしゃいますので、県が主導ということは今現在はないです。 

○立川委員 そうでしょうね。保健所は麻痺してますんでね。自費でＰＣＲをやっておられる方

がいらっしゃると今お聞きしたんですが、これ療養負担はどのぐらいなんですか。病院では実費

でいくら取っておられるんでしょうか。 

○尾崎備前病院事務長 備前病院と吉永病院はＰＣＲ検査をさせていただいているので、今自院

でどちらもできておりますので２万３，０００円いただいております。ただ、件数が増えてきま

して自院だけで賄えない場合に、外で検査依頼出す場合にはちょっと高いんですけど３万３，０

００円いただいております。 

○立川委員 今後ＰＣＲも自己負担でどんどんやってください。今アフターコロナで証明書があ

ったらいろいろできるよというようなことも考えておられるみたいです。年代的にはどんな年代

が多いですか、今現実にＰＣＲを自費でしていらっしゃる方というんでしょうか、企業人が多い

ですか。 

○尾崎備前病院事務長 やはり企業からの依頼が多いので、年代的には幅広いんですけど、現役

で働いておられる方が多いということですね。ただ、今少し高齢の方でも何かの事業に参加する

とかというので証明が要るということで、ぽろぽろ高齢の方でも言ってこられる方はいらっしゃ

います。 

○立川委員 備前病院以外ののキャパはまだありそうですか。 

○濱山病院総括事務長 日生病院もキャパはあります。 

○藤澤吉永病院事務長 吉永病院も今現在は落ち着いているのでキャパはあると思いますが、や

っぱり８月のようにたくさんなってくるとちょっと厳しい日も増えてくると思います。 

○立川委員 さっきお聞きしましたように自院でできる範囲はいいですけど、請負に出すところ

には１万円ぐらいアップされるんでしょう。その辺のトラブルだけないように、しっかりしてい

ただけたらありがたいなと思います。御苦労さまですが、よろしくお願いします。 

○森本委員 浜っこのことなんですけど、先ほど閑谷福祉会が手を挙げてくださっているという

お話なんですけれども、利用者の方が今いろんなところを紹介されて御家庭のほうでもいろいろ

行くか行かないかの決定をされているみたいなんですけど、やはり利用されている方は行き慣れ

たところがいいということで、なかなか紹介されたところに行くのは嫌だというふうなことを言

っていると保護者の方からお聞きしたこともあったりして、お話としてはいつまでにまとめてい

こうと思っているのか、もう全く分からないのか、めどとしてはどのくらいを考えておられるの

か、今全く分からないのか、その点教えていただきたいんですけど。 

○新庄社会福祉課長 グループホームが１１月３０日でもうなくなりますので、もう早い段階で

一人一人確定をさせていかなければいけない時期に来ておると思っておりますので、早急に対応

していきたいと思っております。 
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○森本委員 閑谷福祉会の方とのお話だということを今御説明があったと思うんですけれども、

そのお話をまとめていくのは時期的には大分先になりますか、それとももうどれぐらいをめどに

というお話合いには入っておられるんですか。全くまだ手つかずの状態ですか。 

○新庄社会福祉課長 浜っこさんと閑谷福祉会さんは、もう協議に入っております。 

○森本委員 大体のめどとかは、こちらのほうでは分かりませんか。担当課では分かりません

か、まとまりそうな時期は。 

○新庄社会福祉課長 早い段階で３８名の方皆さんが１２月１日には笑顔で過ごせるようにとい

うようなことで、早急にしていただくようにお願いはしております。 

○西上副委員長 ケアラー支援について、総社市に先行されて総社市はやっとるなと思うたんで

すけれども、となりのトトロの主人公がヤングケアラーじゃということをちょっと近所の人に聞

いたんです。トトロの女の子を使ってしっかり著作権は払うてＰＲしたら、総社市に負けんヤン

グケアラー条例ができるんじゃねえかと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○中野子育て支援課長 御提案ありがとうございます。先ほども言われましたように著作権の関

係もあり、ああいった大手のほうは難しいと聞いております。そういったことも含めまして、何

かいい啓発周知方法がないかとこれからいろいろ勉強、協議をしていきたいと思っております。 

○西上副委員長 しっかりクラウドファンディングで募集して、ぜひとなりのトトロの主人公を

使ってＰＲしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○森保健課長 すみません。本日配付いたしております新型コロナウイルス感染症感染状況の表

の中で、一番下の二重丸のワクチンがキャンセル等で廃棄される場合の優先接種状況の中の表の

上の３年９月１０日現在の人数なんですけど、これ打ち間違えておりまして２５８人が正しい数

字でございます。訂正のほう、よろしくお願いいたします。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

********************** 所管事務調査 *********************** 

 ないようでしたら所管事務調査に移りますけども、皆さんのほうから何かこんなことをお伺い

したいということがありますでしょうか。 

○星野委員 病院事業についてです。今回土地取得特別会計で提案されています備前病院の前の

土地ですが、管理者はぜひとも欲しいという話でしたが、これはちゃんと調整等ができた上での

話として進んでいるんでしょうか。 

○濱山病院総括事務長 私が聞いているのは、管理者のところへ市長のほうからそういう打診が

あったという旨はお聞きしております。 

○星野委員 そこから下へは情報は下りてきてなかったということでよろしいでしょうか。分か

りました。 

放課後児童クラブについてなんですが、緊急事態宣言がまん延等防止措置に格下げと言えば
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いいのか、変わりましたが、備前市はまだ引き続き指定されているわけですが、たしかまん延等

防止措置の中には放課後児童クラブが自粛しなさいというような文言があったんじゃないかと思

うんですが、備前市としての対応はどうなんでしょう。 

○中野子育て支援課長 特に自粛といったようなお願いはしておりませんし、そういったことを

しているというクラブがあるという報告は受けてはおりません。改めて県の通知、マニュアルで

すとか、それからもう感染防止を緊急事態宣言中以上に徹底してお願いしたいということをこち

らからはお願いしております。 

○星野委員 県からは、そういった指示は来てなかったんでしょうか。 

○中野子育て支援課長 県からも、特にそういった指示はございません。 

○中西委員長 ほかにはございませんか。よろしいですか。所管事務調査ですけど。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 もしなければもうこれで終了したいと思いますけども、よろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、所管事務調査をこれで終了いたします。 

 以上で厚生文教委員会を閉会いたします。 

 皆さん、御苦労さまでした。 

              午後２時４０分 閉会 

 

 


